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4. 第3章 投資信託の窓口販売についての分析 
第3章は早稲田大学『早稲田経済学研究』掲載の拙稿「地域銀行の投信窓販」（2008
年 10 月、第 67 号、pp.1-40、査読付き）および日本証券経済研究所『証券経済研究』






















5. 第4章 地域銀行のコーポレート・ガバナンス 
第4章は、日本証券アナリスト協会『証券アナリストジャーナル』（査読付き）掲載














6. 終章 地域銀行の課題と将来展望 
終章では、4 章までの分析結果と今後の展望をまとめた。地域銀行は、株式会社であ
る以上、収益性志向・企業価値向上を生存のために追求していかざるを得ず、特に2000 
年代以降にそれがより強く求められるようになってきた。そして、そのような収益志向
は、貸出業務において明確になるとともに、貸出以外の業務展開でも明らかになってき
た。そのような行動をさらに後押ししたのは、大株主の交代の中で無視できなくなって
きた「市場の声」であった。 
地域銀行が長期的に存続し、地域経済へ金融サービス提供を継続することが地域経済
への最大の貢献であり、公共性の利益の達成にもつながる。地域銀行が長期的に存続し
ていくための最低限の「収益の獲得」は長期的な存続可能性を高める原資確保の手段で
あることを踏まえれば、地域銀行の「公共性」目的と必ずしも矛盾するものではないこ
とが分かろう。地域銀行の将来展望を開くには、どちらか一方ではなく、長期的に両者
をバランスさせつつ、実現させていくことが必要である。 
